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特集(再 録)

一般向けエネルギー教育を通 じた原子力知識普及活動

芳原 新也

は じめに

知恵は知識 と経験の賜物であると誰が言い出 し

たかは知 らないが、非常に良い言葉 だと思 う。何

事 も本で読んだ り人か ら聞いた りす るだけではな

く体験することによって身 についたものにな ると

い うことは、子供の頃か ら繰 り返 し経験 してきて

い る。イギ リスの諺 にも 「学問なき経験は経験 な

き学問にまさる」 とい うものがあるが、原子力や

放射線 に関 して もその とお りであ り、体験 しない

ことには正 しく認識することはで きない と放射線

測定の専門家 としてひ しひ しと感 じている ところ

ではある。 しか しなが ら昨今 のテ ロ対策等 の規制

の中において原子力関連施設への立ち入 り等は厳

しく制限 されてお り、一般 の方が実物を見て運転

す ることができる原子炉は、 日本 においては近畿

大学の原子炉ただ1基 のみ となって しまっている。

近畿大学原子力研究所では昭和62年(1987年)

か ら現在 に至るまで四半世紀近 くも一般の方 を対

象 とした原子力教育 を実施 してお り、その中でで

きる限 り実物の原子炉に触 っていただ くとい う体

験 を提供 している。

昨年3月 以降、日本 中の原子炉が定期検査のため

停止 した後に再稼働 しない状況が長 らく続いてお

り、今年 の5月 に至っては運転 している原子炉が

近畿大学原子炉 のみ とい う状況が生 じて しまった。

そのよ うな状況 の中で新学習指導要領の全面実施

が行われ、中学校 ・高等学校教員の方々の放射線 ・

原子力教育に対す る需要は高 まって きている。 日

本 の放射線 ・原子力教育が大きな分水嶺 に差 しか

かっていると言 って も過言でない現在の状況にお

いて、様 々な考察を行 う上での一助になれば と近

畿大学で実施 している一般 向けの原子力教育につ

いて紹介 してい く。

近畿大学原子炉 における一般向け研修会開催の

経緯

近畿大学で一般 向けの原 子力教育を始 めたのは

前述 した とお り昭和62年 である。そのきっかけは

前年の昭和61年 に遡 る。当時の近畿大学原子力研

究所の所長であ り、京都大学原子炉実験所の名誉

教授であった柴 田俊一氏が、茨城県東海村 で開催

されていた中等 ・高等教育 の教科書執筆者 の情報

交換会 に出席 した ことが発端 となってい る。昭和

61年 といえば、まさにソ連のチェル ノブイ リ事故

の起きた年であ り、原子力そのものに対す る充分

な理解が されないまま原子力排斥の風潮が広ま り、

その後の大学にお ける原子力系学部衰退に至るき

っかけとなった年で もあった。そのよ うな状況 に

おいて、中等 ・高等教育の教科書執筆においても

原子力に関する記述は最大の関心事項であった ら

しく、当時の教科書執筆者達 は原子力や放射線に

係 る経験がないままに執筆作業を行 うことに対 し

て非常に大 きな葛藤 を抱えてお り、それ を情報交

換会等の様 々な場所で訴えていた。情報交換会に

出席 し、隠れた原子力教育需要に気づいた柴田氏
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37



一一般 向 けエ ネ ル ギ ー教 育を 通 じた 原 子 力知 識 普及 活動

は、逆風が吹 く原子力への理解 を深めて もらう良

い機会だ と、 日本原子力産業協会 に訴えかけ原子

炉実験研修会 を開催す るための資金確保 を行 い、

翌年の昭和62年 か ら近畿大学原子炉 を使 った非

専門家に対す る原子力教育を実施す る運び となっ

た。

最初 は13人 か ら始まった原子炉実験研修会で

あったが、翌年 には48人 、翌々年 には63人 が受

講 と受講生が増 えていった。年々 と高まって くる

原子 力教育への需要を受け関西で も受け入れ態勢

を整備すべ く関西原子力懇談会 と協力 し、広 く一

般 にも実際の原子炉に触れ る体験を提供できる体

制 を平成3年 に整備 した。研修会受講者の推移 を

グラフに示すが、その後 も年々受講生は増えてい

き、現在では年間500人 近い とい う非常に多くの

人達に原子炉の運転等 を含む原子 力 ・放射線教育

を提供す るに至っている。

その根本 にある 目的は、実物の原子炉を見て触

って運転 して、原子力を理解す るきっかけ として

もらうことにある。原子力教育そのものはあくま

で手段 であ り、原子力に対する理解 を深めてもら

う目的を見失 ってはな らない とい う信念は、研修

会を始めてか ら四半世紀経 った現在でも しっか り

と受 け継いでいるつ もりである。
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グラフ:研 修会を受講者数の推移。横 軸は研修会 を実施 した年度、

縦軸 は各年度 での 受講者 数を示 している

原子炉 を用いた実習内容

近畿大学における一般向け講習会は大き く2つ

の研修内容か ら構成 される。1つ は主に原子炉 自

体にかかる実習 ・講義 であ り、残 りの1つ は放射

線 を主 とした実習 ・講義である。原子炉 と放射線

は原子力利用の両輪をなす存在 として認識 されて

お り、近畿大学原子炉実験研修会でも、その認識

に基づ き2つ の内容 の実習 ・講義を組み合 わせて

実施 している。

原子炉では、見学 ・運転実習 ・中性子 ラジオグ

ラフィ ・原子炉か らの漏 えい放射線測定を実習 と

して行ってお り、それぞれの実習中に実物を 目の

前に しなが ら講義 も行っている。原子炉見学では、

原子炉施設立 ち入 り時のボデ ィチ ェックか ら始 ま

り、放射線管理設備、原子炉運転盤 の見学 と続 き、

原 子炉本体まで受講生には見て もらうよ うに して

いる。 まさに近畿大学な らでは とい う特徴 が原子

炉本体の見学であ り、この時には原子炉の炉心を

わずか1～2mと い う超近距離か ら見て もらう

よ うに してい る。炉心の見学にあわせて、近畿大

学原子炉の原子炉燃料が50年 前 に購入 した もの

であ り、これか らも半永久的に使用できることを

説明す ると、受講生も緊張がほ ぐれるのか思わず

笑 った り、「へ え一!そ うなんだ!」 と驚 きの声を

上 げた りす ることも珍 しくない。 このよ うなこと

はわず か1Wの 熱 出力であるか らできることであ

り、この超近距離か らの炉心 ・原子炉燃料見学は

受講生が原子力 ・放射線に対 して持 ってい る過剰

な恐怖心を和 らげるのに大きな役割 を果た してい

る。

原子炉運転実習 では受講生 自身に原子炉の運転

を行 って もらい、原子炉 における臨界状態 とは ど

うい うことなのか、原子炉 を制御するとは どうい

うことなのかを実習 中の講義の中で説明を してい

く。原子炉の運転に先だって機器の健全性点検 な

ども行 って もらうが、工学者に とっては当然の こ

とも、工学機器 にな じみの薄い受講生にとっては

学びの機会 となるそ うでたいへん好評である。

実際の運転において制御棒の調整 をす る段階に

なる と、 どの受講生 も年齢 にかかわ らずみな楽 し

そ うに運転 を楽 しむ。特 に遅発 中性子の効果 によ

り、操作の影響 がゆっ くりとあ らわれる現象 など
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は、講義で説明 している時には さっぱ りとい う感

じだが、運転で実際に体験す ると実感 として感 じ

られ るよ うで納得 しなが ら運転 され る方 も多 く、

運転実習中や運転実習後に活発 な質問を受 けるこ

ともある。写真 に原子炉運転実習の様子 を示すが、

実際に見て触 って運転することが、原子力への理

解 を深 める一番の近道なのだなと実感す る。

原子炉な らではの実習 と言 うことで、運転中に

原子炉か らの漏えい放射線の測定を行った り、原

子炉中性子 を利用 して様々な物の透過写真 を撮 っ

た りもす る。漏 えい放射線 の測定においてはサー

ベイメー タを使用 して原子炉周辺 の様 々な箇所 に

お ける放射線量率 を測定す る。 この時、値がある

程度ふ らついて しま う現象 は普段放射線 に関わ り

のない人達 にとっては非常に新鮮な ことであ り、

同 じ場所 でも値 を読む タイ ミングによっては放射

線量率を多 めに見積 もった り、また逆 に少なめに

見積 もった りして しま うこ とが原理的にあるとい

うことを実感す る良い機会 となっている。 中性子

に よる透過写真撮影(中 性子ラジオグラフ ィ)で

は中性子だけではな くX線 で も透過写真 を撮 り、

同 じ試料の見え方が違 う放射線で どのよ うに変わ

ってくるのか とい うところに注 目してもらいなが

ら実験を進める。写真の現像作業 も受講者 自身 に

やって もらうため、できあがった透過写真 を見比

べて線質の違いを説明す る時な ども非常に興味深

く聞いて もらえることが多い。

いずれの実習においても原子炉を直接見て、実

際に触 って、運転や利用 してもらうことを第一に

考えて実施 している。非常に簡易な作 りではある

のだが原子炉 とはこ うい うものであ り、原理的に

は人間の手 により充分 に制御することが可能なの

だ、とい う実感 を体験か ら持ってもらう事 が、原

子力に対す る様 々な偏見や思い込みを払拭す る一

番良い方法ではないか と感 じる。

放射線に関す る実習 ・講義

原子 力教育の場 においては、原子 力利用の両翼

である原子炉 と放射線 の どち らを欠いても原子力

を理解す る上で好 ま しくない と考えられ る。近畿

大学での研修会では、原子炉の実習だけではな く

放射線測定の実習 も同時に行 ってい る。特に一般

環境 における放射線計測を原子炉周辺 における放

射線計測 と併せ て行 うことで、放射線その ものに

対す る理解 を深 めて もらお うとい う点が特徴的で

ある。

実習の内容その ものは他の場所で もやっている

こ ととほぼ同等であるので詳細 な説 明は省 くが、

簡易な放射線測定器 による環境試料 の放射線測定、

空間線量率の測定お よび手作 り霧箱 による環境 中

の放射線観測等を行 ってい る。 これ らの実習を通

して、放射線 を測 る時の数 と日常生活で取 り扱 う

数の間には、数乗オーダーで差があ り同様の感覚

で取 り扱ってはいけない とい う点に関 しては常に

強調 している。教科書で見 る限 りにおいては、放

射線の発 生起源 か ら確 かにアボガ ドロ数倍 まで と

は言わな くとも、 日常生活で取 り扱 う数 との間に

かな りの差異があるのだとい うことは頭では理解

できるが、やは りそれ を実感するには実際に放射

線検出器 で測定音 を聞いてみ る必要がある。多 く

の受講生は、密封小線源を測定 して聞こえる連続

音 で非常に多 くの放射線を測定 していると感 じる

が、サーベイメー タに表示 される線量率を見て 日

常的な感覚で放射線 を捉えてはいけないのだ と改
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めて実感す る。 ここでもや は り、実際に測 って感

じるとい う経験 により先入観や思い込み を払拭 し

ているわけである。

研修会受講生の感想

近畿大学原子炉実験研修会では研修会後にアン

ケー トを取ってお り、アンケー トによ り得 られ た

意見な どを基 にして講義 や現場にお ける説明の方

法などを改善 し、よ り多 くの人に理解 してもらえ

るよ うな工夫を行 っている。 ここで近畿大学原子

炉実験研修会 の受講後の感想文 を抜粋 して紹介す

る。

最初に紹介するのは平成21年 度、つま り東京電

力福島第一原子力発電所事故前 に受講 され た方の

感想文の一部である。

県の教職5年 目研修で教科の指導主任か ら「お も

しろい勉強ができるから行 ってみて くだ さい」 と

案内をいただいたのが、 この研修 に参加 したきっ

か けで した。 とはいえ、は じめは 「原子炉」 とい

う言葉 を見て も、全 くイメージが湧 きませんで し

た。送 っていただいたテキス トを開いてもすべて

が難 しく感 じま した。む しろ、「原子力」「放射線」

「放射能」などとい う言葉 は、私 にとって 「原爆

や原発事故=恐 ろ しい」 とい う印象が強 くあ り、

日常生活ではな じみがない ものだ と思っていま し

た。

(中略)

放射線 についてはこれまでに教科書の内容 に触れ

る程度 で したが、もっ と詳 しく話を しなければな

らない と思いました。 ときには事実を正確 に伝 え

た上で、自分の考えを生徒に じっくりと話を して

みたい と思います。まずは興味 を持 って もらい、

自分たちの将来について少 しでも考えて もらえた

らと思います。

(以下略)

やは りわか らない ことや 日常 と直接の関係 がな

いことが過剰な恐怖感や先入観 を形作 っていると

い うことが この文章か らも読んで取れ る。 この方

が感想文で も述べてい るが、まずは興味を持って

もらい、 自分達で考えるための環境 を整備す るこ

とが教育の場面においては重要なのだな と再認識

させ られ る。

次に紹介す るのは東京電力福 島第一原子力発電

所事故後の平成23年 度に研修会を受講 された方

の感想文の抜粋である。

今回、原子炉実験 ・研修会に参加 させていただき

ま した。参加するきっか けとなった要因は、3.月

11日 の震災後に起 こった福島第一原発 の問題が収

束 していないことで した。その後、各メデ ィアで

流れてい る情報には、両極端 な内容のものがあ り、

世 間に混乱を招いてい る気が してな りませんで し

た。

(中略)

こんな時、 自分が どの情報 を選択 し、行動すべ

きかは、 自分 自身に委ね られています。た くさん

報道 されてい る内容だか らといって、必ず正 しい

とは限 りません し、間違っているとも言 えません。

ひ とつの情報に飛びついて、盲信す ることがパニ

ックを生み出す ことにな ります。 自分 自身で適切

に判断す るためには、原子力に対す る知識や実体

験が必要不可欠です。

(以下略)

平成23年 度は東京電力福島第一原子力発電所

事故が研修会受講のきっか けとなった と語 って く

れた受講者は少な くなかった。そ ういった受講者

が得た情報をそのまま鵜呑みにす るのではな く、

冷静に 自分の頭で考えなければな らないのだ と感

じてくれただけで も、研修会を行った意味がある

な と手応えを感 じる。

一般向け見学会や施設公開

近畿大学原子炉では、前述 した原子炉実験研修

会以外に も一般 向けの見学会 も受け入れている。

一般向け見学会では
、近畿人学原子炉の簡単な説

明 と原子炉本体の見学 を実施 している。見学会で

は現在年間2,000人 近 くもの人が近畿大学原子炉

40



Vol.49(2012) 近畿大学原子力研究所年報

を訪れてお り、最近10年 間だけでも19,000人 以

上にものぼる。

また見学会の他に も毎年11月 初旬に近畿大学

原子炉の一般公開を行ってお り、2日 間で2,000

人を大き く超 える人たちが来場 している。 この時

はただ施設を公開す るだけではな く、原子炉や放

射線等に関す るパネル展示や放射線測定実習な ど

も行っている。また併せて原子力発電所立地県の

特産物販売なども行ってお り、よ り原子力 を身近

に感 じてもらえるような工夫 も している。平成23

年の施設公開では、近畿大学が福 島県伊達郡川俣

町で行っている支援活動の紹介 も行い、支援 を通

じて得 られた現地の状況に関 して も川俣町の許可

を得た上で一般に向けて公表 した。近畿大学原子

炉の施設公開の様子 を写真 に示す。施設公 開では

近畿大学の学生をは じめ、小 さな子供か ら年配ま

で広い年齢層の地元住民の方に足 を運んで もらっ

ている。中には販売 され る福井の特産物を楽 しみ

に毎年足を運ぶ方 もお り、近畿大学原子炉 に対 し

て地元の方がある種の親 しみ を持 っていただいて

いるのだな と感 じる。

地元住民と共に歩む施設に

紹介 してきたよ うに、近畿大学原子炉 は研修会

や見学会 、施設公開な どを通 じて原子力教育の場

を、四半世紀以上にわた り一般 の方々に向けて提

供 し続けている。 この取 り組みは単に原子力 ・放

射線への理解 を深 めてもらうためだけではな く、

近畿大学原子炉その ものに も親 しみ を持 っていた

だ くためにも行 っている。特に近畿大学の原子炉

は多 くの人が生活す る住宅地の只 中にあるため、

こ ういった地元住民への情報公開 と教育の場の提

供を通 じた施設への理解促進活動は、施設 を維持

して い く上では欠 かせ ない もの となってい る。

様 々な機会 を通 じて地元住民のみな らず研 究所外

の人たち と顔 の見 える交流 を続けることが、これ

か らも大学に存在する教育用原子炉を存続 させ る

上では重要なのだろ うと感 じる。

ジェームズ ・C・ コリンズは著書 「ビジ ョナ リ

ー ・カ ンパニー3」 の中で
、衰退 を一発 で解決す る

ための画期的手法 は存在せず、組織 を存続 させ続

けるには一発逆転策な どに惑わされず基礎に立 ち

返 り、根本的価値 を形作 る弾み車を常に回 し続け

るこ とが重要であると述べてい る。一般にお ける

原子力 ・放射線への理解を深 めてもらう場合にお

いて も同様の ことが言 えるのではない と思われる。

っ ま り、 どのよ うな社会的状況 ・世論的制約があ

った として も、原子力教育 を通 じて原子力 ・放射

線への理解 を深めてもらうための弾み車を回 し続

ける必要があ り、いったんその活動を止めて しま

うともう一度ゼ ロか ら(も しか した らマイナスか

ら)ス ター トしなければい けなくなるのではない

だろ うか。

近畿大学原子炉は現在 日本 で残 っている2基 の

教育用原子炉の うちの1基 である。現存す る教育

用原子炉 の義務 として原子炉 を用 いた原子力教育

は今後 も続 けてい くべきものであ り、教育用原子

炉の管理 に関わる者 として原子力 ・放射線 への理

解促進活動 を止 めないよ うにす ることが、今の 日

本 にとって本 当に重要な ことではないだ ろ うか と

深 く思 う次第である。
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